




















試料は、健康な成人 3 人の異なる体表部位 10 ヵ所から採取した。角質細胞断面の電子顕微鏡像
から細胞の厚さを計測した結果、図 1に示すように部位によって厚さに大きな差が見られ、特に足
の裏と手の平では 1000nmを超えた。さらに、経皮水分蒸散量(TEWL；transepidermal water loss)
との相関では、厚さが厚くなると TEWL が大きくなる傾向が見られたが、単純な比例関係ではな
く、厚さ 1000nm付近を境にして TEWLが上昇していくことを示唆するデータを得た。 
これらの結果は、力学的な外部刺
激が強い部位で、角質細胞の厚さの
増大が起こる可能性を示唆している。
さらに、角質細胞の厚さが 1000nm
付近まで増大しても TEWL は低く
保たれており、細胞形状の変形に対
して容易に細胞間脂質の破壊が起き
てバリア機能が低下することのない
ようにする仕組みが角層内に組み込
まれていると考えられる。 
 
図 1：角質細胞の厚さの試料採取部位依存性 
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